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共－1 

徹底活用するための
校内研修パッケージ

 

これから、「子どもの学びを支える

ヒント集２」を活用した校内研修を

始めます。  
 

共－2 ６つの研修の概要はじめに

研修の名称
おすすめ
時期

「ヒント集２」の対応箇所 研修時間

Ⅰ 授業づくり共通理解研修 ４～５月
P４・５「課題解決のための４
つのプロセス」

約30分

Ⅱ 自校採点後研修 ４～５月
P４「プロセス１・２」
実践事例のプロセス１・２

約60分

Ⅲ 結果公表後研修 ８～９月
P４「プロセス１・２」
実践事例のプロセス１・２

約65分

Ⅳ 単元計画研修 通年
P５「プロセス３」
実践事例のプロセス３

約60分

Ⅴ 本時計画研修 通年
P５「プロセス４」
実践事例のプロセス４

約55分

Ⅵ
学校・学級の取り組み
ブラッシュアップ研修

学期当初
P22～38「思考力・判断力・
表現力等を育むための素地とな
る学校・学級の取り組み」

約50分

研修の取り扱い
①研修はそれぞれで完結しているため、シリーズでも単独でも扱うことができる。
②同日の研修で、２つ以上の研修を組み合わせることもできる。

 

「子どもの学びを支えるヒント集２」

を徹底活用する校内研修パッケー

ジ概要はこのようになっています。 

※研修担当者はスライドを読み上

げる。 

  
 

共－3 ６つの研修の概要はじめに

研修の名称 研修の目的

Ⅰ 授業づくり共通理解研修

全国学力・学習状況調査を活用した課題解決のための授業づく
りについて知り、今後の授業づくりのヒントにすることができ
る。

Ⅱ 自校採点後研修

自校の採点結果から、課題を捉え、今後の指導の改善・充実の
方向を共有することができる。

Ⅲ 結果公表後研修
全国平均正答率との差から自校の課題を捉え、今後の指導の改
善・充実の方向を共有することができる。

Ⅳ 単元計画研修
小学校国語を題材に、B問題を単元として捉えることで、単元
を計画する力を高めることができる。

Ⅴ 本時計画研修

小学校算数を題材にして、「授業５」を意識することで、本時
を計画する力を高めることができる。

Ⅵ
学校・学級の取り組み
ブラッシュアップ研修

学力向上に向け、現在の学校・学級の取り組みを振り返るとと
もに、他校の実践事例を参考にすることを通して、より実効的
な学校の取り組みを構想することができる。

課題解決のための４つのプロセスとは？

正答率の低い問題を課題に！

全国との差の大きい問題を課題に！

調査問題を単元に！

「授業５」を意識して！

10のアイディアを参考に！

 

「子どもの学びを支えるヒント集２」

を徹底活用する校内研修パッケー

ジの概要はこのようになっていま

す。 

※研修担当者はスライドを読み上

げる。 

  
 

研修共通スライド 
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Ⅱ－１ Ⅱ 自校採点後研修

【目的】

自校の採点結果から、課題を捉え、今
後の指導の改善・充実の方向を共有する
ことができる。

 

「Ⅱ 自校採点後研修」の目的は
「自校の採点結果から、課題を捉

え、今後の指導の改善・充実の方

向を共有することができる」です。 

  
 

Ⅱ－２ 

【準備物】
・「ヒント集２」Ｐ４・研修対象教科のプロセス２
に該当するページ

・自校の採点結果
・課題の見られた問題（１つ）
・「解説資料」の問題に関する資料
（「出題の趣旨」「解説（正答例）」「学習指導
に当たって」等）

・ワークシート
【追加が考えられる準備物】
※課題の見られた問題と類似の問題（過去の問題）
※「報告書」から類似の問題に係る部分

Ⅱ 自校採点後研修

 

準備物はこのようになっています。  
 

Ⅱ－３ 

○「ヒント集２」P４・研修対象教科のプロセス１・２を読む。

○自校採点結果から課題を把握する。（５分）

○課題と捉えた問題（及び、関連する過去の問題）を解き、正答例を確かめる。

○どんな学力を付ける必要があるか考える。（４分）
（個人）

○書いたことを交流する。（５分）

（グループ）
○全体で、黒板などに整理し自校の課題として共有する。（15分）

○「解説資料」（また、過去の問題の「報告書」）を読み、指導のヒントを得る。

○自分の学年や学級の指導について考える。（３分）
（個人）

○考えたことを交流する。（５分）
（グループ）

○全体で共有する。（５分）

※時間は目安です。

時間

約60分（５分）

（10分）

（３分）

Ⅱ 自校採点後研修

 

それでは、次の順番で研修を進め

ていきます。研修時間は約60分で

す。  
 

Ⅱ 自校採点研修 
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Ⅱ－４ 

○「ヒント集２」P４・研修対象教科のプロセス１・２を読む。

○自校採点結果から課題を把握する。

○課題と捉えた問題（及び、関連する過去の問題）を解き、正答例を確かめる。

○どんな学力を付ける必要があるか考える。
（個人）

○書いたことを交流する。

（グループ）
○全体で、黒板などに整理し自校の課題として共有する。

○「解説資料」（また、過去の問題の「報告書」）を読み、指導のヒントを得る。

○自分の学年や学級の指導について考える。
（個人）

○考えたことを交流する。
（グループ）

○全体で共有する。

Ⅱ 自校採点後研修

 

それでは、研修の概要や意義を確

認するために「ヒント集２」のP４と、

本日の研修対象教科の実践事例

のプロセス１・２に当たるページを

ご覧ください。 

  
 

Ⅱ－５ 

○「ヒント集２」P４・研修対象教科のプロセス１・２を読む。

○自校採点結果から課題を把握する。

○課題と捉えた問題（及び、関連する過去の問題）を解き、正答例を確かめる。

○どんな学力を付ける必要があるか考える。
（個人）

○書いたことを交流する。

（グループ）
○全体で、黒板などに整理し自校の課題として共有する。

○「解説資料」（また、過去の問題の「報告書」）を読み、指導のヒントを得る。

○自分の学年や学級の指導について考える。
（個人）

○考えたことを交流する。
（グループ）

○全体で共有する。

Ⅱ 自校採点後研修

 

それでは、本年度の自校採点の

設問別結果の一覧をご覧くださ

い。平均正答率が低かった問題を

課題と捉えます。従って本研修で

取り上げる問題は、（教科）（問題

番号）とします。 

（次のスライドでワークシートを示

す）  
 

Ⅱ－６ 

※ワークシートの

赤枠部分に記入して
ください。

Ⅱ 自校採点後研修

 

それでは、ワークシートの赤枠の

部分に記入してください。  
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Ⅱ－７ 

○「ヒント集２」P４・研修対象教科のプロセス１・２を読む。

○自校採点結果から課題を把握する。

○課題と捉えた問題（及び、関連する過去の問題）を解き、正答例を確かめる。

○どんな学力を付ける必要があるか考える。
（個人）

○書いたことを交流する。

（グループ）
○全体で、黒板などに整理し自校の課題として共有する。

○「解説資料」（また、過去の問題の「報告書」）を読み、指導のヒントを得る。

○自分の学年や学級の指導について考える。
（個人）

○考えたことを交流する。
（グループ）

○全体で共有する。

Ⅱ 自校採点後研修

 

それでは、課題があると考えられ

るこの問題を、全員一度解いてみ

ましょう。（解答する）それでは、

「解説資料」から正答例を抜き出し

ているので、ご確認ください。※余

裕があれば、課題と捉えた問題と

類似の問題を取り上げることもで

きる。その際は、岡山県総合教育

センターのWebページから「全国

学力・学習状況調査と学習指導要

領の関連表」と義務教育課から配

付されている「ふりかえりプリント

集」を活用して検索する。 

（次はオプションスライド）  
 

オプシ

ョン１ 「全国学力・学習状況調査と学習指導要領との関連表」（国語）

調査実施年度

※学習指導要領改訂前の調査問題の設問
については、できるだけ現行の学習指導
要領に当たるところに位置付けています。

指導事項

Ⅱ 自校採点後研修オプション
スライドン

 

過去の調査問題の検索に当たっ

ては、総合教育センターのWebペ

ージにある「全国学力・学習状況

調査と学習指導要領との関連表」

と義務教育課から配付されている

「ふりかえりプリント集」を使いまし

た。「全国学力・学習状況調査と学

習指導要領との関連表」は、国

語、算数、数学が掲載されていま

す。国語を例に取り上げて説明し

ます。国語科において身に付けさ

せる学力として示されている指導

事項に対し、その一つ一つに関連

する問題が位置付けられていま

す。（クリック）また、下線部のよう

に全国的に課題のある内容につ

いては、何度も出題されていること

も見えてきます。  
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オプシ

ョン２ 「ふりかえりプリント集」

・年度
・対象校種
・科目
・領域
・対象学年
・設問番号
より絞り込みが可能で、
選択されている条件を全て
含む問題が検索結果として
リスト表示されます。

Ⅱ 自校採点後研修オプション
スライドン

 

先ほどの「全国学力・学習状況調

査と学習指導要領との関連表」で

問題に目星を付け、「ふりかえりプ

リント集」でその問題や関係する資

料をプリントアウトしました。  
 

Ⅱ－８ 

○「ヒント集２」P４・研修対象教科のプロセス１・２を読む。

○自校採点結果から課題を把握する。

○課題と捉えた問題（及び、関連する過去の問題）を解き、正答例を確かめる。

○どんな学力を付ける必要があるか考える。
（個人）

○書いたことを交流する。

（グループ）
○全体で、黒板などに整理し自校の課題として共有する。

○「解説資料」（また、過去の問題の「報告書」）を読み、指導のヒントを得る。

○自分の学年や学級の指導について考える。
（個人）

○考えたことを交流する。
（グループ）

○全体で共有する。

Ⅱ 自校採点後研修

 

それでは、この問題を解くために

は、どんな学力を付ける必要があ

ると思いますか。個人で考えてくだ

さい。 

（次のスライドでワークシートを示

す）  
 

Ⅱ－９ 

※ワークシートの

赤枠部分に記入して
ください。

Ⅱ 自校採点後研修

 

それでは、ワークシートの赤枠の

部分に記入してください。  
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Ⅱ－10 

○「ヒント集２」P４・研修対象教科のプロセス１・２を読む。

○自校採点結果から課題を把握する。

○課題と捉えた問題（及び、関連する過去の問題）を解き、正答例を確かめる。

○どんな学力を付ける必要があるか考える。
（個人）

○書いたことを交流する。

（グループ）
○全体で、黒板などに整理し自校の課題として共有する。

○「解説資料」（また、過去の問題の「報告書」）を読み、指導のヒントを得る。

○自分の学年や学級の指導について考える。
（個人）

○考えたことを交流する。
（グループ）

○全体で共有する。

Ⅱ 自校採点後研修

 

それでは、個人で書いたことを交

流してください。 

（次のスライドでワークシートを示

す） 

  
 

Ⅱ－11 

※ワークシートの

赤枠部分に記入して
ください。

Ⅱ 自校採点後研修

 

それでは、ワークシートの赤枠の

部分に記入してください。  
 

Ⅱ－12 

○「ヒント集２」P４・研修対象教科のプロセス１・２を読む。

○自校採点結果から課題を把握する。

○課題と捉えた問題（及び、関連する過去の問題）を解き、正答例を確かめる。

○どんな学力を付ける必要があるか考える。
（個人）

○書いたことを交流する。

（グループ）
○全体で、黒板などに整理し自校の課題として共有する。

○「解説資料」（また、過去の問題の「報告書」）を読み、指導のヒントを得る。

○自分の学年や学級の指導について考える。
（個人）

○考えたことを交流する。
（グループ）

○全体で共有する。

Ⅱ 自校採点後研修

 

それでは、交流したことをグループ

の代表者が黒板（ホワイトボード）

に書いてください。  
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Ⅱ－13 

本校の子どもたちに
身に付けさせたい力
◎・・・・・・・
◎・・・・・・・

Aグループ
から出た意見

○・・・・・

Bグループ
から出た意見

○・・・・・
○・・・・・

Cグループ
から出た意見

○・・・・・
○・・・・・

Dグループ
から出た意見

○・・・・・

黒板（ホワイトボード）等のイメージ

Ⅱ 自校採点後研修

 

このようなイメージでグループごと

に書いていただき、その後補足説

明してください。最後に、共通して

いることをまとめて、「本校の子ど

もたちに身に付けさせたい力」とし

て、共通理解していきたいと思い

ます。 

（グループごとに書く） 

それでは、グループごとに補足説

明を簡単にしてください。それで

は、共通していることをまとめてい

きたいと思います。 

（まとめる） 

それでは、共通理解されたことを

ワークシートに書いてください。 

※研修担当者はグループで出たこ

との共通点をまとめたり、重要だと

考えられることを確認したりして、

自校の課題を明確にし、共通理解

を図る。（次のスライドでワークシ

ートを示す）  
 

Ⅱ－14 

※ワークシートの

赤枠部分に記入して
ください。

Ⅱ 自校採点後研修

 

それでは、ワークシートの赤枠の

部分に記入してください。  
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Ⅱ－15 

○「ヒント集２」P４・研修対象教科のプロセス１・２を読む。

○自校採点結果から課題を把握する。

○課題と捉えた問題（及び、関連する過去の問題）を解き、正答例を確かめる。

○どんな学力を付ける必要があるか考える。
（個人）

○書いたことを交流する。

（グループ）
○全体で、黒板などに整理し自校の課題として共有する。

○「解説資料」（また、過去の問題の「報告書」）を読み、指導のヒントを得る。

○自分の学年や学級の指導について考える。
（個人）

○考えたことを交流する。
（グループ）

○全体で共有する。

Ⅱ 自校採点後研修

 

それでは、「解説資料」（「問題の

趣旨」「解説」「学習指導に当たっ

て」等）を読み、指導のヒントを得

てください。 

※関連する過去の問題に取り組

んだ場合は、その実施年度の「報

告書」から問題に係る部分を抜き

出して配付する。  
 

Ⅱ－16 

○「ヒント集２」P４・研修対象教科のプロセス１・２を読む。

○自校採点結果から課題を把握する。

○課題と捉えた問題（及び、関連する過去の問題）を解き、正答例を確かめる。

○どんな学力を付ける必要があるか考える。
（個人）

○書いたことを交流する。

（グループ）
○全体で、黒板などに整理し自校の課題として共有する。

○「解説資料」（また、過去の問題の「報告書」）を読み、指導のヒントを得る。

○自分の学年や学級の指導について考える。
（個人）

○考えたことを交流する。
（グループ）

○全体で共有する。

Ⅱ 自校採点後研修

 

それでは、この課題を対象学年だ

けのものにせず、学校全体として

捉えた時、自分の学年や学級の

授業においてどのような指導の改

善・充実ができますか。個人で、考

えてください。 

（次のスライドでワークシートを示

す）  
 

Ⅱ－17 

※ワークシートの

赤枠部分に記入して
ください。

Ⅱ 自校採点後研修

 

それでは、ワークシートの赤枠の

部分に記入してください。  
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Ⅱ－18 

○「ヒント集２」P４・研修対象教科のプロセス１・２を読む。

○自校採点結果から課題を把握する。

○課題と捉えた問題（及び、関連する過去の問題）を解き、正答例を確かめる。

○どんな学力を付ける必要があるか考える。
（個人）

○書いたことを交流する。

（グループ）
○全体で、黒板などに整理し自校の課題として共有する。

○「解説資料」（また、過去の問題の「報告書」）を読み、指導のヒントを得る。

○自分の学年や学級の指導について考える。
（個人）

○考えたことを交流する。
（グループ）

○全体で共有する。

Ⅱ 自校採点後研修

 

それでは、グループで考えたことを

交流してください。 

（次のスライドでワークシートを示

す）  
 

Ⅱ－19 

※ワークシートの

赤枠部分に記入して
ください。

Ⅱ 自校採点後研修

 

それでは、ワークシートの赤枠の

部分に記入してください。   
Ⅱ－20 

○「ヒント集２」P４・研修対象教科のプロセス１・２を読む。

○自校採点結果から課題を把握する。

○課題と捉えた問題（及び、関連する過去の問題）を解き、正答例を確かめる。

○どんな学力を付ける必要があるか考える。
（個人）

○書いたことを交流する。

（グループ）
○全体で、黒板などに整理し自校の課題として共有する。

○「解説資料」（また、過去の問題の「報告書」）を読み、指導のヒントを得る。

○自分の学年や学級の指導について考える。
（個人）

○考えたことを交流する。
（グループ）

○全体で共有する。

Ⅱ 自校採点後研修

 

それでは、報告してもらいます。メ

モをとりながら聞いてください。（次

のスライドでワークシートを示す） 
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Ⅱ－21 

※ワークシートの

赤枠部分に記入して
ください。

Ⅱ 自校採点後研修

 

それでは、ワークシートの赤枠の

部分に記入してください。  
 

Ⅱ－22 

【まとめ】
・正答率の低さを課題と捉える。
・対象学年だけの課題と捉えるのではな
く、自分の学年・学級のこととして捉
える。

以上で研修は終わりです。お疲れ様でした。

Ⅱ 自校採点後研修

 

自校の課題を把握するためには、

正答率そのものの低さにも注目し

て、課題を把握することが重要で

す。そして、その調査問題からど

のような学力が求められているの

か。その学力を身に付けるため

に、どのような授業の改善・充実

が各学年・学級で図ることができる

のかを考えていく必要があります。

本日の研修で見えてきた取り組み

の方向をぜひ、実現するように取

り組んでください。以上で研修は終

わりです。お疲れ様でした。 

  
 

 


